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有泉　利夫

74歳

富士川町

小田切　彦

76歳

甲斐市

小俣　民男

74歳

大月市

剣持　武範

76歳

甲府市

清水　學

76歳

甲斐市

神宮司　素彦

74歳

甲府市

杉田　季久雄

74歳

笛吹市

元　わかば養護学校長

　県総合教育センター情報教育部長として、ＩＣＴ教育実践活動
による教員の資質向上に努めた。韮崎工業高等学校長時代には、
文部科学省「豊かな体験活動推進事業」などキャリア教育を推進
した。また、県高等学校野球連盟会長として高校野球発展に寄与
した。退職後は地域産業の担い手育成など、工業教育の振興に貢
献した功績は顕著である。

元　石和高等学校長

元　韮崎工業高等学校長

　県総合教育センター所長として、学校支援の充実を図り県の教
育水準向上に尽力した。都留高等学校長時代には、文部科学省か
ら「スーパーサイエンスハイスクール」（ＳＳＨ）校の研究指定
を受け、特色ある学校づくりを推進した。退職後は、山梨大学や
都留文科大学の講師を務めるなど、学校教育の振興に貢献した功
績は顕著である。

元　農林高等学校長

令和２年度教育功労表彰者功績概要

主たる経歴
（最終歴）

功　　　績　　　概　　　要

元　都留高等学校長

　農林高等学校長時代、文部科学省から学力向上フロンティアハ
イスクール事業研究指定校の指定を受け、３年間に渡り「学習・
生徒指導」手法について研究を進め、その成果を県内高等学校に
普及した。退職後は、青少年育成甲府市民会議会長を務めるな
ど、青少年ジュニアの育成や地域の発展に貢献した功績は顕著で
ある。

　中央高等学校長時代「中央いきいきハイスクール構想」を立ち
上げ、学習指導・生徒指導に手腕を発揮した。また県定時制通信
制高等学校長会会長として定通制教育の推進に尽力した。退職後
から現在まで山梨学院大学、甲府商科専門学校、県立商業高等学
校等の講師を歴任し、県下商業教育の振興に貢献した功績は顕著
である。

元　中央高等学校長

　吉田商業高等学校長時代には、心豊かな職業人の育成を目指し
心の教育活動を充実するとともに、生きる自信につながる資格取
得を積極的に推進した。また、学校統合に際しては、地域の理解
を深めるため尽力し、総合学科高校の設立準備に指導性を発揮し
た。地域や保護者の期待に応える教育の推進に貢献した功績は顕
著である。

元　吉田商業高等学校長

　県教育庁スポーツ健康課主幹指導主事として、保健体育科の振
興、教員の資質向上に努めた。石和高等学校長時代には、新学習
指導要領の実施状況について実践的な調査研究を行い、その後の
教育課程や指導の改善に手腕を発揮した。また、山梨県高等学校
体育連盟会長等を務めるなど、体育教育の振興に貢献した功績は
顕著である。

　県教育庁高校教育課主幹指導主事として、甲府養護学校に看護
師による医療的ケアに対応する体制を構築した。わかば養護学校
長時代には、寄宿舎に冷房設備を設置し、生徒の生活環境を向上
させた。退職後は中巨摩地区障害児適正就学推進委員会委員長や
甲斐市教育委員会委員長を務めるなど、特別支援教育の振興に貢
献した功績は顕著である。
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田　熙人

75歳

山梨市

市川　隆雄

元　笛吹市立

74歳 御坂西小学校長

山梨市

植松　幹夫

元　北杜市立

75歳 小泉小学校長

北杜市

梅谷　正典

元　都留市立

75歳 東桂小学校長

都留市

金井　修

元　大月市立

75歳 大月東小学校長

大月市

川村　奇子郎

元　西桂町立

74歳 西桂中学校長

西桂町

橘田　篤男

元　上野原市立

75歳 上野原小学校長

東京都八王子市

　笛吹市立御坂西小学校長時代、地域と一体となった教育活動を
行い、地域に根ざした学校づくりに貢献した。また、山梨県技術･
家庭科研究会研究部長を務め、県の技術･家庭科教育の振興に尽力
した。退職後は、山梨市地区社会教育委員として、地域の課題に
取り組み、地域力向上に尽力するなど、社会教育の振興に貢献し
た功績は顕著である。

　長坂町立日野春小学校長時代、県から「道徳教育推進校」の指
定を受け、道徳教育を中心とした人や自然を大切にする子どもの
育成に取り組み、公開研究会で成果を収めた。また、北杜市立小
泉小学校長時代には、子どもたちが学びやすい学習環境づくりに
努めるなど、地域の教育振興に貢献した功績は顕著である。

　都留市立東桂小学校長時代、文部科学省の「放課後学習チュー
ターの配置等に関わる調査研究事業校」に指定され、都留文科大
学、市と連携し、児童の学力向上につながる成果を上げた。ま
た、子どもの居場所づくりを推進し、児童の教育を総合的、多面
的に捉えるなど健全育成に努め、教育活動に寄与した功績は顕著
である。

元　増穂商業高等学校長

　県教育庁高校教育課指導主事として商業教育の発展・充実に尽
力した。増穂商業高等学校長時代には、文部科学省から指定を受
けた「学力向上フロンティアハイスクール事業」を通じて基礎学
力の定着に成果を上げたほか、インターンシップ制度により職業
観・勤労観を育成するなどキャリア教育の推進に貢献した功績は
顕著である。

　県北都留教育事務所長として、北都留地区の学校教育及び生涯
学習の振興に尽力した。大月市立大月東小学校長時代には「学
校・家庭・地域が連携して子どもを育てる教育」を推進し、同じ
目標の下に学び合い支え合える教師集団作り、保護者や地域から
の理解と信頼を高めるなど、学校教育の振興に貢献した功績は顕
著である。

　西桂町立西桂中学校長として、ＰＴＡや地域の力を結集した生
徒指導に尽力した。また、新しい高等学校入試制度を考える会の
委員となり入試改革にも取り組んだ。退職後は、西桂町教育委員
会教育長として小中連携教育を導入し、９カ年間の計画的な児童
生徒の育成を通し、学力の向上、生徒指導、キャリア教育等に取
り組んだ功績は顕著である。

　上野原市立上野原小学校長として、学校林の活用事業の推進
や、地域人材を活用した帝京科学大学との連携を通じ、動物との
ふれあい教室を開催するなど命の教育に取り組んだ。退職後も小
学校の初任者研修指導を担当し、研修の充実に努めるなど、学校
教育の振興に貢献した功績は顕著である。
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小林　明

元　富士吉田市立

74歳 下吉田第二小学校長

富士吉田市

三枝　博

元　山梨市立

75歳 山梨北中学校長

山梨市

比志　保

元　中央市立

74歳 田富中学校長

中央市

古屋　秀雄

元　甲斐市立

75歳 双葉東小学校長

甲斐市

細井　眞

元　山梨市立

75歳 日下部小学校長

山梨市

堀内　弘

元　北杜市立

75歳 白州中学校長

北杜市

丸山　文雄

元　甲府市立

74歳 千塚小学校長

甲府市

　甲府市立千塚小学校長として、児童の学力向上及び安全・安心
な環境整備を基本とした学校経営に尽力した。長年にわたり視聴
覚教育に携わり、教育機器の普及を図り、視聴覚教育の質的向
上・効率化の推進に寄与した。また、甲府市小中学校長会会長と
して、学校と関係機関との架け橋となり、学校教育の振興に貢献
した功績は顕著である。

　県教育庁義務教育課主幹として、不登校児童・生徒の指導事務
に意を注ぎ、適応指導教室の新設に尽力した。山梨市立山梨北中
学校長時代には、学力向上フロンティアスクール事業に取り組
み、公開研究会で成果を収めた。自ら学ぶ生徒の育成に努め、指
導法の工夫や教材開発を行うなど、学校教育の充実に貢献した功
績は顕著である。

　田富町立田富中学校長として、生きる力の育成、多文化共生、
道徳教育の振興等に尽力したほか、三町村合併に伴う教育課題に
も取り組んだ。退職後は、中央市教育委員会初代教育長として、
中央市の教育の基本を「まごころ」と定め、生きる力をはぐくむ
教育、命を大切にする教育、信頼しあう教育を推進するなど、そ
の功績は顕著である。

　双葉町立双葉東小学校長時代には、三町合併に向けての準備会
において、予算や設備等、学校間の調整に尽力し,甲斐市の教育体
制樹立のために力を発揮した。退職後は、児童・生徒の登校に合
わせ、通学路で交通安全・不審者対策のため見守りをするととも
に、不登校の中学生を対象に登校を促し、学習指導に貢献した功
績は顕著である。

　富士吉田市立下吉田第二小学校長として、地域や父母に信頼さ
れる学校を常に心がけ学校経営に当たった。また学校評議員や学
校評価を導入し、組織の活性化を推進した。退職後も、富士吉田
市教育委員会教育長として教育文化の振興に貢献したほか、富士
吉田保護区保護司として更生保護活動に尽力しており、その功績
は顕著である。

　山梨市立岩手小学校長として、岩手小太鼓を総合的な学習に位
置づけ継承発展させるなど、地域に根ざした特色ある学校づくり
に尽力した。山梨市立日下部小学校長時代には、体力づくりの一
環として「Let’sくさかべストレッチ」を立ち上げ、体力づく
り・健康づくりを積極的に行い、児童の健全育成に貢献した功績
は顕著である。

　北杜市立白州中学校長として、教職員の意識改革や授業改善を
積極的に実践し、時代に合った新しい教育に対応できるよう取り
組んだ。退職後は、北杜市社会教育委員や県公民館連絡協議会副
会長、放課後子ども教室指導員を務めるなど、学校教育のみなら
ず、多分野にわたり地域の発展に貢献した功績は顕著である。
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水上　正

元　笛吹市立

74歳 一宮西小学校長

笛吹市

横小路　允子

元　南アルプス市立

75歳 小笠原小学校長

南アルプス市

渡辺　正弘

元　富士吉田市立

74歳 吉田小学校長

富士吉田市

笠井　勲

元　山梨県

77歳 社会教育振興会会長

甲府市

矢崎　元子

元　甲斐市立

74歳 竜王北中学校養護教諭

北杜市

　山梨県社会教育振興会の理事・会長として、県内の社会教育関
係団体の活性化支援のため尽力した。また、子どもグループワー
ク研究会の会長として、キャンプの企画・運営等を行い、技能の
習得や資質の向上、青少年指導者の育成及び地域の教育力向上を
図るなど、社会教育の振興に貢献した功績は顕著である。

　富士吉田市立吉田小学校長として、進取の気性を発揮し大規模
学校の経営に邁進した。病院内の分校と特殊学級の運営には特に
力を注ぎ、同校の特別支援教育の基盤を構築した。退職後は、富
士吉田市社会教育委員、社会教育委員長として手腕を発揮し、地
域の社会教育と生涯教育の充実発展に貢献した功績は顕著であ
る。

　韮崎市立韮崎小学校時代、「韮崎市健康教育委員会」を立ち上
げ、地域と連携した保健指導体制づくりに尽力した。保健の授業
では、課題を科学的に捉えることで知識の定着を図った。保健室
での処置では、適切で迅速な対応をし、危機管理の要として、大
いに力を発揮するなど、学校教育活動の根幹を支えた功績は顕著
である。

　八代町立八代小学校長時代、総合的な学習の時間を積極的に活
用し、「知・徳・体の調和のとれた児童の育成」を目指し尽力し
た。また、東八代地区校長会会長として校長会をリードし、役割
を充分発揮できるよう尽力するとともに、東八代地区教育協議会
会長として、東八代地区の教育活動の充実に貢献した功績は顕著
である。

　南アルプス市立小笠原小学校長として、「国語力向上」の指定
研究を受け、教職員の国語に対する意識改革や朝読書の推進につ
いて研究を進め成果を上げた。退職後も南アルプス市教育委員会
教育長を務め、小中学校の耐震の完了や小笠原流礼法を取り入れ
て相手を思う心の育成に力をいれるなど、教育の振興に貢献した
功績は顕著である。
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